
演奏を読む
演奏解析ツールと
演奏解析によるテンポ・ルバートの実践分析

⽇時：2024年12⽉8⽇（⽇）12:00
場所：中之島芸術センター「スタジオ」

Symposium



第１部 演奏解析ツール開発の現在   ［司会：鷲野彰⼦］

12:00 ご挨拶と趣旨説明 

12:10 Yucong Jiang（リッチモンド⼤学）
 「パフォーマンス・プレシジョン」：演奏のアノテーション及び解析のためのシステム

12:30 中村栄太（九州⼤学）
 ピアノ演奏分析のための⾃動採譜とアライメント

12:50 印藤海翔, ⼭本邦雄, 尾下真樹（九州⼯業⼤学）
 演奏速度のずれを活⽤したピアノ演奏の⽐較分析補助ツールの開発

13:10 休憩（10分間）

13:20 奥村健太（名古屋国際⼯科専⾨職⼤学）
 楽器演奏における個⼈特徴の統計的モデル化技術の概要と応⽤

13:40 Craig Stuart Sapp（スタンフォード⼤学）
 ショパンのマズルカにおける２拍⼦

14:00 Q&A

第2部 演奏解析で読み解くテンポ・ルバートの実践分析    ［司会：伊東信宏］

14:50 ⾼橋舞（⽇本学術振興会）
 演奏の形成における流派の役割：バッハの《半⾳階的幻想曲とフーガ》を事例として

15:10 上⽥泰史（京都⼤学）
 ショパンらしさの構築：C. サン＝サーンスとR. プーニョによるテンポ・ルバート実践

15:30 休憩（10分間）

15:40 鷲野彰⼦（福岡県⽴⼤学）
 フランシス・プランテ（Francis Planté, 1839‒1934）の演奏に具現化されたショパンの
 テンポ・ルバート

16:00 Hermann Gottschewski（東京⼤学）
 拍の位置を定められない演奏の時間構造：マックス・レーガーの⾃作ユーモレスク
 作品20第五番ト短調（WM 1017, 1905年12⽉8⽇記録）の演奏における12〜18⼩節の
 分析を中⼼に

16:20 Q&A

第3部 ディスカッション                 ［コメンテーター：伊東信宏（⼤阪⼤学）］

 
18:00 終了予定
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Part Ⅰ Current Development of Performance Analysis Tools   
［Moderator：Akiko Washino］

12:00 Welcome and Introduction

12:10 Yucong Jiang（University of Richmond）
 Performance Precision: Computer-assisted Annotation and Analysis of Music Performance

12:30 Eita Nakamura（Kyushu University）
 Automatic transcription and alignment for analyzing piano performance

12:50 Kaito Into, Kunio Yamamoto, Masaki Oshita（Kyushu Institute of Technology）
 Comparative Analysis Tool for Piano Performances Utilizing the Speed Deviations

break (10 min.)

13:20 Kenta Okumura（International Professional University of Technology in Nagoya）
 Statistical techniques for modeling individual-dependent features in music performance

13:40 Craig Stuart Sapp（Stanford University, Computational Musicology）
 Duple Meter in Chopin Mazurkas

14:00 Q&A

Part Ⅱ Analyzing Tempo Rubato Practices through Performance Analysis
［Moderator：Nobuhiro Ito］

14:50 Mai Takahashi（Japan Society for the Promotion of Science）
 The role of school trees in the formation of performance: Bach's “Chromatic Fantasy and 
 Fugue” as case study

15:10 Yasushi Ueda（Kyoto University）
 Constructing Chopinesque Interpretation: Tempo Rubato Practice by Camille Saint-Saëns and 

Raoul Pugno

break (10 min.)

15:40 Akiko Washino（Fukuoka Prefectural University）
  Chopin's 'Tempo Rubato' embodied in the performance of Francis Planté (1839‒1934)

16:00 Hermann Gottschewski（Tokyo University）
  Time structure in performances with ambiguous beats: Focusing on bars 12 to 18 in Reger’s
  own performance of his Humoresque op. 20/5 in G minor (Welte Mignon roll no. 1017, 
  recorded on December 8th, 1905)

16:20 Q&A

Part Ⅲ Discussion                    ［ Commentator ：Nobuhiro Ito (Osaka University)］

18:00 the end of the symposium
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Jiang, Yucong
「パフォーマンス・プレシジョン」：演奏のアノ
テーション及び解析のためのシステム

演奏解析には、しばしば演奏録音と楽譜情報の双
方が関連する。しかし、音楽学者が利用できるソフ
トウェアツールは、これら双方を統合しておらず、
ワークフローは煩雑で、手作業を伴うことが多い。
現在進行中のこのプロジェクトは、楽譜と録音をグ
ラフィカルなUIで統合し、演奏解析を効率化する機
能を備えたオープンソースのソフトウェアツールを
提供することを目指している。
このソフトウェア「パフォーマンス・プレシジョ

ン」は、楽譜、音声、選択したアノテーション（ラ
ベル）を直感的な方法で可視化する。ソフトウェア
には、楽譜に記載された音符の発音開始時間（オン
セット・タイミング）を音声データ内から自動的に
検出する「音声と楽譜の整合機能」が搭載されてお
り、ユーザーは視覚的なサポートを利用して結果を
簡単に修正・微調整できる。この整合結果は、定量
分析に使用するためにCSVファイルとしてエクス
ポートでき、特にタイミング関連の演奏法研究に有
用である。また、ソフトウェアのもう一つの重要な
機能として、同じ楽曲の複数の演奏録音を読み込み、
1つの録音で確認された整合結果を他の録音にも「ス
マート」コピーできる機能がある。これにより、整
合精度が向上し、手動での修正を減らすことができ
る。同じ楽譜に複数の演奏が整合された状態で、
ユーザーは異なる録音間でシームレスに再生を切り
替えることができる。
この講演では、「パフォーマンス・プレシジョ

ン」の主な機能をデモンストレーションし、7人の有
名なピアニストが同じ曲を演奏する際のテンポ変動
の違いを比較する使用事例を紹介する。
 

中村栄太
ピアノ演奏分析のための自動採譜とアライメント

本講演では、音楽情報学分野におけるピアノ演奏
分析のための情報処理技術について、技術的な観点
からの紹介を行う。音楽データには、楽譜データ、
演奏MIDIデータ、音響データの3つの形式があり、
演奏分析を行う上で、これらのデータ間で音符単位
の相互参照を行うことが課題となる。音響データか
ら演奏MIDIデータあるいは楽譜データを推定する問
題は自動採譜と呼ばれる。また、演奏MIDIデータや
音響データと対応する楽譜データとの時間的対応を
音符単位で求める問題はアライメントと呼ばれる。
ピアノ演奏データは多重音や装飾音を含むため、こ
れらの問題の解決には複雑な情報処理の手法が必要
となる。近年、機械学習や計算モデルの方法で高い
精度を持つ手法が実現しているが、多様な音楽スタ
イルや録音環境のデータの扱いにはまだ課題も多い。
講演者の研究も紹介しながら、最先端の手法の現状
と展望について議論する。

リッチモンド大学（アメリカ・バージニア州）コンピュー
ター・サイエンスの助教授。特に演奏録音データの分析と
処理を目的とした音楽関連データの技術開発に焦点を当て
ている。現在、米国人文科学基金（NEH）の研究助成金プ
ロジェクトのディレクターを務めている。最近では、マ
リー・スクウォドフスカ＝キュリー・アクションズ
（MSCA）欧州ポストドクトラルフェローシップの支援を
受け、ウィーンで1年間研究を行った。北京郵電大学で電
気工学の学士号を取得し、米国インディアナ大学ブルーミ
ントン校で博士号を取得。ピアノを弾くのを趣味としてい
る。

九州大学大学院システム情報科学研究院准教授。2012年
東京大学大学院理学系研究科物理学専攻博士課程修了。博
士（理学）。国立情報学研究所、明治大学、京都大学など
で研究員として勤務した後、2016年より日本学術振興会
特別研究員(PD)、2019年より京都大学白眉センター特定
助教。2024年より現職。これまで、素粒子理論、音楽を
主とする文化知能情報学、文化進化の研究に従事。情報処
理学会山下記念研究賞などを受賞。
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印藤海翔, 山本邦雄, 尾下正樹
演奏速度のずれを活用したピアノ演奏の比較分析補
助ツールの開発

ピアノ演奏を分析する際、音の鳴ったタイミング
のずれに注目すると、お手本との比較から演奏のミ
スを見つける、複数の演奏から奏法の違いなどの特
徴をつかむ、といった分析の手掛かりとなる。従来
の手法では一音ごとの細かな比較分析は行うことが
できていた。しかし、手動での測定や計算が必要で
効率が悪く、複数の音を考慮した広い範囲の特徴の
比較分析は難しい。
そこで本研究では、打鍵のタイミングのずれの視

認性を上げて視覚的な分析を可能にすることで演奏
分析の補助を行うシステムを開発する。基本的なイ
ンターフェースとして、参照用と対象用の２つの演
奏データをピアノロール形式で表示し、楽譜上で同
じノートをマッチングさせて線で結んで表示する。
演奏のずれの視認性を上げる主な機能として、ずれ
具合でピアノロールに色を付ける機能を実装する。
ずれを導出する際は演奏速度の違いをずれとして利
用することを考える。参照用と対照用でマッチング
したノートのうち、ある音とその１つ前の音の間隔
から演奏ごとの局所的な演奏速度を求め、さらにそ
の比を計算することで、相対的な音のずれを得る。
また、広い範囲を考慮したずれを得るために、任意
の粒度でずれの平滑化を行い、細かい情報を減らす。
実際にどのような分析ができるのか、実験では楽

譜通りの正確な演奏と初心者の演奏を比較し有意義
な情報が読み取れるかを検証した。その結果、粒度
が細かいときは特定のリズムが同じ色の出現パター
ンで同じずれ方になること、粒度を粗くすると全体
的な加速、減速の傾向があることが読み取れ、幅広
い分析を行うことができた。
その他、細かな比較分析のための機能として。基

準ノートや小節線で先頭を合わせる機能、１音ごと
に音程、音調、ノートの開始時刻の差を数値で表示
する機能、マッチングの編集、選択レイヤーによる
ノートの分別機能、ずれを txt 形式で出力する機能
を実装する。

印藤海翔（九州工業大学）
2024 年 3 月 九州工業大学情報工学部知能情報工学科 卒
業
2024 年 4 月 九州工業大学知能情報工学府情報創成工学専
攻

山本邦雄（九州工業大学）
九州工業大学 情報工学研究院 知能情報工学研究系 助教。
2000 年に九州工業大学 大学院情報工学研究科 情報科学専
攻 博士前期課程修了し、2003 年に同博士後期課程を単位
取得満期退学。コンピューターアニメーションやユーザイ
ンターフェースに関する研究に従事。

尾下正樹（九州工業大学）
九州工業大学 情報工学研究院 知能情報工学研究系 教授。
2003年、九州大学 システム情報科学府 博士後期課程 修了。
博士（情報科学）。コンピューターアニメーションや仮想
人間の動作処理技術に関する研究に従事。
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奥村健太
楽器演奏における個人特徴の統計的モデル化技術の
概要と応用

本研究では西洋音楽の鍵盤楽器演奏を主な対象と
して，特定の演奏者が持つ暗黙知に寄与する要因を
一般的な情報の組合せに基づく形式知として体系的
に説明する手法を提案している．
演奏者は楽譜の指示から楽曲の意図を解釈し，楽

器の操作に相応しい表情を付与する．同一の楽曲で
は指示内容も共通であるが，指示をどう解釈して楽
器の操作に反映するかは演奏者の暗黙知に依存する
ため，実際の演奏に付与される表情は演奏者ごとに
異なる．特定の個人がどのような条件でどのような
行動をするのかを自然言語などに依存しない一般的
な情報に基づいて記述できれば，個人に固有の特徴
と，それに寄与する要因を，客観的に説明できる．
この点から，本研究で提案した手法の基本的な枠組
みは，人間の一般的な行動における暗黙知の形式知
化にも貢献しうるアイデアであると考えられる．
鍵盤楽器演奏においては，すでに複数の用途への

応用を実施している．その一例には，任意の楽譜か
ら人間らしい表情を付与した演奏を生成する自動演
奏表情付けタスクがある．評価実験からは，元の演
奏が備える表情の品質を多様な楽曲において反映で
きることや，特定の演奏者が持つ表情の特徴を再現
した演奏を生成可能であることが示されている．さ
らに，演奏者の楽曲解釈に寄与した要因を客観的に
説明し，演奏間の表情の類似性を比較する用途への
応用も検討した．評価実験からは，演奏間の表情の
類似性についての人間の主観に準じる分析結果を，
客観的な指標を伴って自動的に獲得可能であること
が示されている．
直近では楽器の種類に制約されないセンシング手法
の開発を進めるほか，社会的により多くの人にとっ
ての楽器演奏体験の向上に資するための応用範囲を
拡げており，研究としての発展性を充実させる取り
組みを進めている.
今回は分野横断の可能性も含めたさらなる話題の

展開につなげることを意図し，この技術の概要から
応用例までをひろく紹介する.

Craig Stuart Sapp
ショパンの《マズルカ》における2拍子構造

ポーランドの民俗舞踊を起源とするショパンのマ
ズルカは、楽譜上では3拍子で記されている。だが彼
自身の演奏について書かれた文書には、当然と思わ
れている3拍子で演奏する法則から逸脱して、彼が興
味深いリズムのニュアンスを用いていたことが示さ
れている。たとえば、ヴィルヘルム・フォン・レン
ツ（ 1809‒1883）やエドゥアール・ガンシュ
（1880‒1945）は、ショパンの解釈が時折2拍子を想
起させるものであったと述べている。この特徴は、
伝統的なマズルカの踊りにおいて強調される箇所の
身体の動きと足運びに影響によるものである。そう
したリズム変化は、表現豊かなルバートや微妙なア
クセントの変化や活き活きとしたフレージングに
よって表現されるが、その結果、楽譜に記されたリ
ズムと実際に感じられるリズムの間にはギャップが
生じることとなる。ショパンのアプローチは民俗的
伝統に深く関連しており、このアプローチこそ彼の
作品の自然さと即興性の源となっている。本発表で
は、現代の演奏者の演奏の音源を用いて、ショパン
のマズルカにおける2拍子の出現について、拍ごとの
速度変化という側面から明らかにする。

2016 年名古屋工業大学大学院博士後期課程修了．博士
（工学）．民間企業での研究開発業務への従事を経て，
2022年より現職．主な研究分野は，音声信号処理，音楽
情報科学，感性工学，生体認証など．人間個人に依存した
特徴を計算機上で扱うためのセンシングや情報処理に関す
る技術と，それらの技術の応用先となりうる多様な話題に
興味を持つ．受賞歴は，情報処理学会山下記念賞，日本知
能情報ファジィ学会論文賞，情報処理学会FIT奨励賞など．
情報処理学会会員．

パッカード人文学研究所の人文学コンピューター支援研究
センター（Center for Computer Assisted Research in the 
Humanities）の研究者であり、スタンフォード大学の非常
勤教授としてデジタル音楽学や音楽理論の授業を担当して
いる。これまで、メリーランド州ボルチモアのピーボディ
音楽院でコンピュータ音楽理論を教えたほか、イギリスの
ロンドン大学ロイヤル・ホロウェイ校でニック・クックと
連携してショパンのマズルカ演奏の研究を行った。 また、
ポーランドのワルシャワにあるショパン研究所と連携し、
ショパンの初版や1600年から1900年にかけてのポーラン
ド音楽のデジタル化プロジェクトに取り組んだ。さらに、
ポーランド科学アカデミー芸術研究所と協力し、民謡の分
析を行っている。そのほか、タッソ・イン・ミュージッ
ク・プロジェクト（www.tassomusic.org）、ポリリズム・
プロジェクト（polyrhythm.humdrum.org）、ジョスカン
研究プロジェクト（josquin.stanford.edu）の技術ディレク
ターを務めている 。
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高橋舞
演奏の形成における流派の役割：バッハの《半音階
的幻想曲とフーガ》を事例として

本研究は、J. S. バッハの《半音階的幻想曲とフー
ガ》を事例に、演奏の形成における流派の役割につ
いて、客観的に分析することを試みるものである。
バッハの鍵盤作品は、元々はチェンバロ、クラヴィ
コード、オルガンを想定して作曲されたものである
が、一度社会に完全に忘れられたバッハが19世紀に
復興されたとき、チェンバロ、クラヴィコードはす
でに廃れていた。バッハ当時の演奏習慣が断絶した
ため、バッハの鍵盤作品は、作曲家自身の演奏実践
とは離れたところで形作られ、流派間で継承されて
きた。
本研究では、主に演奏を形成する要素として流派

による影響と年代による影響の2つに焦点を当て、録
音データの分析を行った。まずマクロな速度変化に
着目し、1920年代までの速度変化の大きな録音を、
先行研究で言及されてきた修辞学的演奏様式と定義
した上で、1920年代とそれ以降の速度偏差を比較し
た。その結果、流派を越えて年代によって演奏様式
が変化していることが明らかになった。次に1拍ごと
のミクロな速度・音量変化に着目し、直接の師弟関
係あるいは同じ流派による演奏者の録音と、同じ年
代による録音で、どちらが類似度が大きいかデンド
ログラムを用いて可視化したところ、同じ年代と流
派間の類似度は同程度で、流派による影響は限定的
であることが分かった。最後に、実用版楽譜に記載
されてきた具体的な奏法が、流派間において継承さ
れてきたのかを検証した。その結果、流派に属する
演奏者の録音において、特定の奏法が継承されてき
たことが明らかになった。
本発表では、流派間においてなにが継承されてき

たのかを明らかにするとともに、録音の普及が流派
間の繋がりを弱めたことについても指摘する。そし
て、年代によって変化する演奏のあり方と流派間あ
るいは師弟間における奏法の継承が絡み合い、どの
ように演奏が形成されてきたのか、分析結果から得
られた見解を述べる。

上田泰史
ショパンらしさの構築：C. サン＝サーンスとR. 
プーニョによるテンポ・ルバート実践

ピアノロールには、各音のオンセットタイミング
が記録されるため、演奏分析に用いやすいという利
点がある。それを可能にするのは、ピアノロールか
らMIDIファイルに変換された演奏データである。本
発表は、MIDIファイルから抽出したデータに基づき、
ショパン作品の歴史的演奏におけるテンポ・ルバー
トの実践状況を明らかにし、20世紀初期のフランス
におけるショパン演奏様式の文脈の中に位置づける
ことを目的としている。
本研究は、フレデリック・ショパン（1810～

1849）没後のフランスにおける「ショパンらしい」
演奏様式の伝承に焦点を当てる。ショパン自身の演
奏、特にテンポ・ルバート（テンポの揺れや両手の
タイミングをずらす技法）については、同時代人に
よる多くの証言が残されている（Eigeldinger 2006）。
ここでは、1905年にピアノロールに演奏を記録した
カミーユ・サン＝サーンス（1835～1921）とラウ
ル・プーニョ（1852～1914）によるショパン《ノク
ターン》作品15-2の演奏を分析する。
サン＝サーンスは、ショパンに近い音楽家たちか

らルバートに関する情報を得ていたとされ（Saint-
Saëns 1910）、さらにヤン・クレチンスキの演奏論
（1880）も参考にしていた可能性がある（Ueda 
2022）。一方、プーニョは、ショパンの弟子でパリ
音楽院教授のジョルジュ・マチアス（1826-1910）
から直接ショパンの演奏様式を学んだ。彼はピアノ
指導書で作品15-2を取り上げ、両手のタイミングを
ずらす箇所について具体的に言及しており（Pugno 
1909）、これらの言及は実際に彼の演奏録音と一致
する部分もある。サン＝サーンスとはテンポ設定が
異なるものの、両者の演奏には両手のタイミングの
ずらし方に共通点が見られる。本発表では、両者の
打鍵タイミングデータを比較し、歌唱的な表現、装
飾、和声、形式の観点から、このタイミングのズレ
が、いかなる点でショパン演奏の「伝統」に基づく
解釈を反映しているのかを示す。

桐朋学園大学音楽学部ピアノ専攻卒業。ザルツブルク・
モーツァルテウム大学大学院ピアノ演奏科修士課程修了。
東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻文化
資源学専門分野修士課程を経て、同博士課程修了。博士
（文学）。現在、日本学術振興会特別研究員PD。音楽学
をベースとした、人文情報学の手法を用いた演奏研究を
行っている。現在の研究テーマは、楽譜に対する規範意識
と演奏様式の相関の解明。MIDIデータを用いた分析にも取
り組んでいる。

京都大学大学院人間・環境学研究科准教授。専門はフラン
スにおけるピアノ教育史を軸とするロマン主義、レパート
リー、演奏実践論。東京藝術大学音楽学部卒業後、同大学
音楽研究科にて19世紀のパリ国立音楽院のピアノ教育
（1841～1889）に関する研究で博士号を取得。2010年に
渡仏し、パリ＝ソルボンヌ大学でパリ国立音楽院ピアノ科
教授ジョゼフ・ヅィメルマン（1785～1853）についての
研究で博士号を取得。日本音楽学会、地中海学会会員、ピ
ティナ音楽研究所上級研究室長、IReMus（フランス音楽
学研究所）外国通信員。

7



鷲野彰子
フランシス・プランテ（Francis Planté, 1839–1934）
の演奏に具現化されたショパンのテンポ・ルバート

ショパンの存命中に生まれたフランス人ピアニス
ト、フランシス・プランテ（Francis Planté, 1839‒
1934）は、何度か中断しながら、94歳まで演奏活動
を行った。89歳当時の彼の録音が残されている
（1928年の録音）が、Hupfeld社のTriphonolaのピア
ノロールにも彼は演奏を残しており、その数は64本
にものぼり、そのうち約1/3がショパン作品で占めら
れる。
ここでは、それらのピアノロールのうち、ショパ

ン《アンダンテ・スピアナート》Op. 22aの演奏
（Triphonola, 55755）を用いて、ショパンの意図する
テンポ・ルバートがどのような演奏を指すのか解明
することを試みた。ノクターンの性質をもつこの曲
は、ABA形式で構成され、切れ目ない16分音符の伴
奏部の上に歌唱的な旋律が変奏しながら繰り返され
る両端部分と、ゆっくりと演奏されるクヤヴィアク
（マズルカ）の中間部分から成る。
テンポ・ルバートには、小節内の時間の貸し借り

をする19世紀前半までの古いタイプと、19世紀後期
以降の、より大きなフレーズ全体で厳密なテンポを
歪めるタイプがあるが、ショパンの場合、前者を用
いたことで知られる。ショパンはテンポ・ルバート
について、「左手は教会の聖歌隊の指揮者」のよう
に、その一方で「右手は好きなように、できること
は何でもやって構わない」と語ったと複数の彼の弟
子や知人が書き記している。プランテもそうした記
述を残した一人であるが、プランテ自身の演奏に具
現化されたであろうその演奏はどのようなもので
あっただろうか。演奏解析により、演奏から伴奏と
旋律の関係性を示したい。

Hermann Gottschewski
拍の位置を定められない演奏の時間構造：マック
ス・レーガーの自作ユーモレスク作品20第五番ト短
調（WM 1017, 1905年12月8日記録）の演奏における
12～18小節の分析を中心に

普通の場合、テンポ・ルバートの分析ではまず拍
子や拍の所要時間を定めるだろう。しかしユーモレ
スクの演奏では、12～18小節において、それが困難
である。なぜならレーガーが自身の楽譜から遠く離
れ、どの小節がどこにあって、リズムがどのように
再構築されているかを特定するのは極めて難しい。
プレゼンテーションではこの演奏を解釈するのに以
下の三つのアプローチを提示する。
（１）第一アプローチではレーガーが主に楽譜に

従って演奏していることを前提とする。このアプ
ローチに基づいて楽譜を再構築すると、小節の数は
一つ増え、一部の小節線の位置も変わるが、全曲の
6/8拍子が守られる。しかし楽譜を知らない聴者が
レーガーの演奏をこのように解釈できるかどうかは
確かではない。
（２）第二アプローチではレーガーが拍節的リズ

ムを守りながらこの部分全体を再構築したことを前
提とする。この前提の上に、もし拍子が一時的に3/4
拍子に変わると考えれば、この部分がより分かりや
すくなるということを発見する。ただしレーガーの
演奏を解釈する他の可能性もあり、この特定の可能
性を優先する決定的な理由を挙げるのは難しい。
（３）第三アプローチではレーガーが、少なくと

も部分的に、拍節的リズムから離れ、カデンツァや
レチタティーヴォに見られるような自由リズムを
取っていることを前提とする。小節線やビートがも
はや存在しない、ということである。従って第一と
第二アプローチで可能な、SKYLINEグラフを使用す
る分析法は、第三アプローチでは不可能で、別の分
析法を適用しなければならない。この場合には
SKYLINE2グラフによる分析が可能だということを
示した上に、この分析法が第一アプローチや第二ア
プローチに比べて主観的または恣意的な仮説に依存
せず、時間構造をより客観的に説明できる方法であ
ることを主張する。

福岡県立大学人間社会学部・人間社会学研究科准教授。大
阪教育大学教育学部教養学科芸術専攻音楽コースを卒業後、
ニューヨーク州立大学パーチェス・カレッジ大学院、オラ
ンダ王立デン・ハーグ音楽院を修了。オランダ王立デン・
ハーグ音楽院では併せてフォルテピアノ科を卒業した。大
阪大学大学院文学研究科でピアノロールを用いた演奏法研
究で博士号を取得。2016年度、スタンフォード大学客員
研究員。近年は、録音やMIDIなど多様な音源と楽譜を用い
て19世紀の演奏法を研究しているほか、ライブの演奏会で
かつて行われた前奏演奏についての研究を行っている。ピ
アノ演奏やフォルテピアノ等のピリオド楽器も演奏する。

ゴチェフスキ・ヘルマンは1963年生まれ、ドイツのフラ
イブルク音楽大学のピアノ科卒業後フライブルク大学で音
楽学、数学および日本研究を勉強し、博士号を取る。フラ
イブルク大学、ベルリン・フンボルト大学の研究職を経て
現在は東京大学大学院総合文化研究科教授（音楽学）。主
な研究分野は西洋音楽の演奏論・演奏分析と近代東アジア
の音楽史、いずれも19世紀末から20世紀半ばまでの時代
を中心とする。ドイツ語、日本語、英語、韓国語の研究論
文や著書多数。作曲家としても活躍中。
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Jiang, Yucong
Performance Precision: Computer-assisted Annotation 

and Analysis of Music Performance

 Music performance analysis often involves both 
performance recordings and score information. However, 
the software tools available to music scholars often do not 
integrate these aspects, and their workflow remains 
cumbersome, often entailing manual work. Our ongoing 
project aims to provide an open-source software tool 
which integrates both scores and recordings with a 
graphical UI, featuring functionalities that streamline 
performance analysis.
 Called Performance Precision, the software 
visualizes the score, the audio, and selected annotations in 
intuitive ways. The software features audio-to-score 
alignment functionality that automatically finds the onset 
times of notes from a score in the audio; users can also 
correct and fine-tune the result easily with visual support. 
The alignment result can be exported as CSV files for 
further quantitative analysis, and such annotations are 
especially useful for timing-related performance research. 
Another key feature of the software is that it can load 
multiple performance recordings of the same piece, and 
can “smart” copy a verified alignment result from one 
recording to the others, often leading to higher alignment 
accuracies and thus requiring fewer manual corrections. 
With multiple performances aligned to the same score, 
users can switch the playback from one recording to 
another seamlessly.
 In the talk, Dr. Jiang will demonstrate the key 
functionalities of Performance Precision, and present a 
use-case example comparing different tempo fluctuations 
among seven famous pianists playing the same piece.

Eita Nakamura
Automatic transcription and alignment for analyzing 
piano performance

 The presentation introduces information 
processing technologies for analyzing piano performances 
in the field of music informatics, from a technical 
perspective. Music data typically exists in three forms: 
sheet music, performance MIDI data, and audio data. A 
key challenge in performance analysis is establishing note-
level cross-references between these data formats. The 
task of estimating performance MIDI or sheet music data 
from audio data is known as automatic transcription. The 
task of matching performance MIDI or audio data with 
corresponding sheet music data at the note level is referred 
to as alignment. Since piano performance data includes 
polyphony and ornaments, solving these problems requires 
complex information processing techniques. Recently, 
highly accurate methods have been achieved through 
machine learning and computational models, although 
challenges remain in handling various music styles and 
recording environments. I will discuss the current state of 
the art and future outlook of these techniques while 
introducing the speaker's research.

Yucong Jiang is Assistant Professor of Computer Science at the 
University of Richmond, US Virginia. Her research centers 
around developing technologies for analyzing and processing 
music-related data, especially performance recordings data. She 
is currently the project director of a research grant from the 
National Endowment for the Humanities. Recently, she has 
conducted research in Vienna for a year supported by the Marie 
Skłodowska-Curie Actions (MSCA) European Postdoctoral 
Fellowship. Dr. Jiang earned her BS degree in Electrical 
Engineering at Beijing University of Posts and 
Telecommunications, and her Ph.D. at Indiana University 
Bloomington, USA. In her spare time she plays piano.

Eita Nakamura is an Associate Professor in the Intelligence and 
Cultural Evolution Laboratory at the Department of Informatics, 
Kyushu University. He received his Ph.D. degree in physics from 
the University of Tokyo in 2012. He worked as a postdoc 
researcher at the National Institute of Informatics in Japan, Meiji 
University, and Kyoto University. From 2019 to 2024, he was an 
Assistant Professor at the Hakubi Center for Advanced Research, 
Kyoto University. His fields of expertise include intelligent 
informatics and interdisciplinary physics, with particular interests 
in mathematical modeling of intelligent behaviors and 
evolutionary phenomena regarding arts and creative cultures.
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Kaito Into, Kunio Yamamoto and Masaki Oshita
Comparative Analysis Tool for Piano Performances 
Utilizing the Speed Deviations

 In analyzing a piano performance, focusing on 
timing deviations can provide insights for finding mistakes 
by comparing with a reference performance, or for 
recognizing stylistic differences from multiple 
performances. Conventional methods allow detailed 
comparative analysis of individual notes, but are 
inefficient because of manual measurements and 
calculations, and it is difficult to analyze a wide range of 
features considering multiple sounds.
 In this study, we develop a system to assist 

performance analysis by enhancing the visibility of key 
timing deviations, enabling visual analysis. The basic 
interface displays two sets of performance data, one for 
reference and one for target, in piano roll format, with 
matching notes on the score connected by lines. Our main 
feature to enhance visibility is a function that colors the 
piano roll according to the degree of timing deviation. 
When derivingdeviations, differences in performance 
speed are considered as deviations. For matching notes 
between the reference and target performances, the local 
performance speed for each is determined by calculating 
the interval between one note and its preceding note. Then, 
the relative deviations of the notes are obtained by 
calculating the ratio of the two. To obtain broader 
deviations, they are smoothed at arbitrary granularity, 
reducing finer details.
 We compared accurate performances with those 

of beginners to assess whether meaningful information can 
be extracted. As a result, a fine granularity reveals specific 
rhythms exhibit the same patterns of deviation with the 
same color, while a coarser granularity reveals overall 
trends of acceleration and deceleration, allowing for a 
wide range of analysis.
 Additionally, functions for detailed comparative 

analysis are implemented to align starting points using 
reference notes and measure lines, display numerical 
differences in pitch, tone, and note onset times, edit 
matching, categorize notes, and output deviations in TXT 
format.

Kaito Into
March 2024: Graduated from Kyushu Institute of Technology, 
School of Computer Science and Systems Engineering
April 2024: Graduate School of Computer Science and Systems 
Engineering, Kyushu Institute of Technology

Kunio Yamamoto is an assistant professor at Kyushu Institute of 
Technology. He received his BS and MS degrees from Kyushu 
Institute of Technology in 1998 and 2000, respectively. His 
research interest in computer animation and user support system 
using computer graphics.

Masaki Oshita is a professor at Kyushu Institute of Technology. 
He received his BS, MS, and PhD degrees from Kyushu 
University in 1998, 2000, and 2003, respectively. His research 
interest is interactive human animation which includes motion 
control and synthesis, motion control interface, interactive 
motion editing, motion analysis and visualization, physics-based 
simulation, etc.
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Kenta Okumura
Statistical techniques for modeling individual-
dependent features in music performance

 This study proposes a method to systematically 
clarify the factors that convert a performer’s tacit 
knowledge into explicit knowledge, focusing on Western 
keyboard instrument performance. Performers interpret 
the score’s instructions and express this interpretation 
through their instrument. While these instructions are 
consistent across performances, the interpretation and 
execution vary based on the performer’s tacit knowledge, 
resulting in unique musical expressions.
 The research aims to objectively describe the 
actions of individuals under various conditions, using 
general information independent of natural language. This 
approach could illuminate the distinct characteristics of 
individual performers and the contributing factors.
Several applications of this method have been developed. 
One significant application is automatic performance 
rendering, where evaluation experiments demonstrate that 
the quality of musical expressions from original 
performances can be accurately replicated across different 
pieces. This method effectively captures and reproduces 
the unique musical expressions of specific performers.
 Another application involves analyzing the 
factors that influence a performer’s interpretation of a 
piece, including comparing facial expressions during 
performances. Experiments indicate that the analysis 
results can match human subjective evaluations of 
similarity in musical expressions, supported by objective 
metrics.
 Recently, efforts have focused on broadening the 
range of instruments and users, enhancing the 
performance experience for a wider audience. By widely 
disseminating the findings of this study, it is anticipated 
that further advancements will occur in the field, 
potentially inspiring cross-disciplinary research and 
collaboration.

Craig Stuart Sapp
Duple Meter in Chopin Mazurkas

 Chopin's mazurkas, rooted in Polish folk dance, 
are notated in triple meter, but accounts of his personal 
performances reveal intriguing rhythmic nuances that 
challenge this strict framework. Observers such as 
Wilhelm von Lenz (1809–1883) and Édouard Ganche 
(1880–1945) described Chopin’s interpretations as 
occasionally evoking a duple meter, a characteristic linked 
to the interplay of accented body movements and footwork 
in traditional mazurka dances. This rhythmic fluidity was 
achieved through expressive rubato, subtle accent shifts, 
and dynamic phrasing, creating tension between the 
written score and perceived rhythmic flow. Chopin’s 
approach reflects his engagement with folk traditions, 
infusing his compositions with a sense of spontaneity and 
improvisation.  This presentation explores manifestations 
of duple meter in Chopin’s mazurkas by modern 
performers through beat-by-beat tempo changes.

Kenta Okumura completed the doctoral program at Nagoya 
Institute of Technology Graduate School in 2016. PhD in 
Engineering. Assumed the post of assistant professor in 2022, 
after working in research and development section at a private 
company. The main research fields include speech signal 
processing, music information science, affective engineering, and 
biometric authentication. The main interests are sensing and 
information processing technology for handling individual 
human characteristics on a computer, as well as various topics to 
which those technologies can be applied. A member of the 
Information Processing Society of Japan.

Craig Stuart Sapp is a researcher at the Center for Computer 
Assisted Research in the Humanities of the Packard Humanities 
Institute as well as an adjunct professor at Stanford University, 
teaching digital musicology and music theory classes.  He has 
taught computer music theory at Peabody Conservatory in 
Baltimore, Maryland and worked with Nick Cook at Royal 
Holloway, University of London, studying performances of 
Chopin mazurkas.  He also collaborates with the Chopin Institute 
in Warsaw, Poland, on digitization projects of both Chopin's first 
editions and Polish music from 1600–1900, and collaborates on 
folksong analysis with the Institute of Art of the Polish Academy 
of Sciences.  He is technical director of the Tasso in Music 
Project (tassomusic.org), the Polyrhythm Project 
(polyrhythm.humdrum.org), and the Josquin Research Project 
(josquin.stanford.edu).
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Mai Takahashi
The role of school trees in the formation of 
performance: Bach's “Chromatic Fantasy and Fugue” 
as case study

 The purpose of this study is to analyze the role of 
performance school trees in the formation of performances, 
using J. S. Bach's "Chromatic Fantasy and Fugue". 
Because Bach had been completely forgotten by society 
until it revived in the 19th century, and his performance 
practices had been cut off, Bach's keyboard works were 
formed away from the composer's own performance 
practice and passed down between school trees.
 In this study, we focus on two main factors that 
shape performance: the influences of school trees and 
generation. First, we look at macroscopic changes in 
tempo, defining recordings with significant changes in 
tempo up to the 1920s as the rhetorical performance style 
mentioned in previous studies, and then compare tempo 
deviations from the 1920s onward. The results show that 
performance style changed over time. Next, we focus on 
the microscopic changes in speed and volume from beat to 
beat and use a dendrogram to visualize which recordings 
of performers in direct teacher-student relationships or 
from the same school have been more similar to each other, 
and which have been more similar to each other from the 
same period. Finally, we examined whether the specific 
playing techniques described in the practical music scores 
had been passed down between schools. As a result, it 
becomes clear that specific playing techniques have been 
passed down in the recordings of performers belonging to 
the schools.
 In this presentation, we will clarify what has been 
passed down between schools and also point out that the 
proliferation of recordings has weakened the connections 
between schools. We will then discuss how the way of 
playing has changed over the years, and how the 
transmission of playing techniques between schools and 
between teachers and students has intertwined to shape the 
way of playing, based on the results of our analysis.

Yasushi Ueda
Constructing Chopinesque Interpretation: Tempo 
Rubato Practice by Camille Saint-Saëns and Raoul 
Pugno

 Compared with acoustic recordings, piano rolls 
provide valuable data on historical performances by 
preserving the precise onset timing of each note. This 
presentation, using data extracted from MIDI files 
converted from piano rolls, aims to clarify the 
characteristics of tempo rubato practice in historical piano 
performances, particularly addressing issues of 
authenticity concerning Frédéric Chopin’s interpretative 
tradition in early twentieth-century France.
 Contemporary accounts frequently emphasize the 
unique qualities of Chopin’s tempo rubato (Eigeldinger 
2006). With this context, I analyze two renditions of 
Chopin’s Nocturne Op. 15 No. 2,  preserved on piano rolls 
in 1905 by Camille Saint-Saëns (1835–1921) and Raoul 
Pugno (1852–1914). Saint-Saëns, informed by musicians 
who had studied directly with Chopin (Saint-Saëns 1910) 
and possibly influenced by Jan Kleczyński’s book on 
Chopin interpretation, incorporated these insights into his 
performance of the Nocturne (Ueda 2022). By comparison, 
Pugno, who studied Chopin’s style under Georges Mathias 
(1826–1910), a pupil of Chopin and professor at the Paris 
Conservatory, discusses this same nocturne in his 
pedagogical writing, highlighting passages that allow for 
timing differences between the hands. Although their 
overall tempo settings differ significantly, both he and 
Saint-Saëns exhibit a similar temporal displacement 
between the hands. 
 This presentation will compare their onset timing 
data to illustrate how timing deviations reflect 
interpretations that are considered part of the tradition of 
Chopin performance, with special emphasis on cantabile 
style, ornamentation, harmony, and structural coherence.

Mai Takahashi graduated from Toho Gakuen School of Music 
with a major in Piano. Earned an M.A. in Piano Performance 
from Mozarteum University, Salzburg, Austria, and both an M.A. 
and Ph.D. in Cultural Resources from the Department of Cultural 
Resources, Graduate School of Humanities and Sociology, The 
University of Tokyo. Holds a Ph.D. in Literature. Currently a 
Research Fellow (PD) at the Japan Society for the Promotion of 
Science (JSPS), where she conducts musicology-based 
performance research using digital humanities methods. Her 
research focuses on the correlation between normative 
approaches to musical scores and performance styles, with 
ongoing analysis using MIDI data.

Yasushi Ueda is an Associate Professor at Kyoto University in 
Japan. He earned his Ph.D. in musicology from Tokyo University 
of the Arts, focusing on piano education at the Paris 
Conservatoire (1841–1889). Later, he obtained a second Ph.D. 
from Sorbonne Université, where he concentrated on the life and 
works of Joseph Zimmerman (1785–1853). From 2018 to 2021, 
he was a Superlative Postdoctoral Fellow (SPD) of the Japan 
Society for the Promotion of Science. His research encompasses 
various aspects of piano education, including Romanticism, 
repertoire, socio-cultural context, and performance practice.
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Akiko Washino
Chopin's 'Tempo Rubato' embodied in the 
performance of Francis Planté (1839–1934)

 The French pianist Francis Planté (1839–1934), 
who was born during Chopin’s lifetime, continued his 
performance career until the age of 94, with some 
interruptions. A recording from when he was 89 years old 
(recorded in 1928) still exists, and he also left behind 
performances on piano rolls for Hupfeld’s Triphonola, 
totaling 64 rolls, about one third of which are Chopin 
works.
 Here, using his performance of Chopin's Andante 
Spianato, Op. 22a, on one of those piano rolls (Triphonola, 
55755), I attempt to elucidate what Chopin might have 
intended by tempo rubato. This piece, with the character 
of a nocturne, is structured in ABA form, consisting of 
outer sections with a seamless sixteenth-note 
accompaniment over which a lyrical melody is repeatedly 
varied, and a central section in the style of a kujawiak (a 
type of mazurka), played slowly.
 There are two types of tempo rubato: the older 
type, prevalent until the early 19th century, which involves 
borrowing and lending time within a measure; and the 
later type, from the late 19th century onward, which 
distorts strict tempo over a larger phrase. Chopin is known 
for using the former. Several of his students and 
acquaintances wrote that Chopin described tempo rubato 
by saying, “The left hand is like a church choir 
conductor,” while “the right hand can do whatever it 
likes.” One of those who recorded this description was 
Planté, but what might such a performance, as embodied 
in Planté’s own playing, have sounded like? I aim to 
illustrate the relationship between accompaniment and 
melody through performance analysis.

Hermann Gottschewski
Time structure in performances with ambiguous beats: 
Focusing on bars 12 to 18 in Reger’s own performance 
of his Humoresque op. 20/5 in G minor (Welte Mignon 
roll no. 1017, recorded on December 8th, 1905)

 Analysis of tempo rubato normally requires the 
determination of the length of bars and beats. In Reger’s 
own performance of his Humoresque, however, in bars 12 
to 18 Reger deviates so far from the written score, that it is 
not easy to decide where which bar is and in which way 
Reger recreated the rhythms of his piece. I’ll discuss three 
approaches to understand his performance:
 (1) The first approach assumes that Reger mainly 
follows his score. The solution based on this approach is 
an alternative notation that remains in 6/8 meter, but has a 
measure more than the notated piece, and some bar lines 
are moved to another note. It remains unclear, however, if 
someone would listen to the piece in that way without 
knowing the score.
 (2) The second approach assumes that Reger has 
re-composed the whole passage, but remains in a metrical 
rhythm. It turns out that Reger’s playing can be easier 
understood if we assume that he changes temporarily to a 
3/4 meter. It would be easy, however, to find other 
solutions to understand Reger’s playing, and it is difficult 
to find arguments to support this one in particular.
 (3) The third approach assumes that Reger, at 
least partly, abandons metrical rhythm in this passage, in 
favor of free rhythms like in a cadenza or recitativo. So 
there are no normal bar lines or beats any more. 
Consequently, while the first and second approach allow 
an analysis of rubato with SKYLINE graphics, in the third 
approach another method of the analysis of time structures 
has to be performed. I’ll show that an analysis with 
SKYLINE2 works in this case, and that the third approach 
is less dependent on subjective or arbitrary assumptions 
than the first and second approach.

Akiko Washino is an Associate Professor at Fukuoka Prefectural 
University. She graduated from Osaka Kyoiku University and 
completed graduate studies in piano performance at the State 
University of New York at Purchase College and the Royal 
Conservatoire of The Hague. Additionally, she graduated from 
the Early Music Department at the Royal Conservatoire of The 
Hague, specializing in fortepiano. She earned her Ph.D. at Osaka 
University with research on piano rolls and performance 
practices. In 2016, she was a Visiting Scholar at Stanford 
University. Her research focuses on 19th-century performance 
practices, utilizing sources such as recordings and MIDI data, as 
well as exploring preludes in historical live performances. She 
also plays the piano and fortepiano.

Hermann Gottschewski, born 1963, studied piano at 
Musikhochschule Freiburg i.Br. (Germany) and musicology, 
mathematics and Japanese studies at the University of Freiburg. 
After teaching positions at the University of Freiburg and 
Humboldt University of Berlin he teaches musicology at the 
Department of Interdisciplinary Cultural Studies at the University 
of Tokyo. Gottschewski’s main research fields are theory and 
analysis of musical performance and modern history of music in 
East Asia, focusing on the era from the late nineteenth century to 
mid-twentieth century. He has published books and articles in 
German, Japanese, English and Korean. Gottschewski is also 
active as a composer.
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伊東信宏
1960年京都市生まれ。大阪大学文学部、同大学院を経て、
リスト音楽大学、ハンガリー科学アカデミー音楽学研究
所などで研究を行う。1993年大阪教育大学助教授。2004
年より大阪大学大学院文学研究科助教授、その後同教授
（音楽学）。博士（文学）。著書に『バルトーク』（中
公新書、1997年、吉田秀和賞）、『ハイドンのエステル
ハージ・ソナタを読む』（春秋社、2003年）、『中東欧
音楽の回路』（岩波書店、2009年、サントリー学芸賞）、
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音楽史、民俗音楽研究を中心に研究を進めてきた。編著
に『ピアノはいつピアノになったか？』（大阪大学出版
会、2007年）があり、演奏の問題についても論文がある。

［Commentator］

Nobuhiro Ito, born 1960 in Kyoto, Japan. After studying at the 
Faculty of Letters and the Graduate School of Osaka University, 
he conducted research at the Liszt Academy of Music and the 
Institute of Musicology of the Hungarian Academy of Sciences. 
In 1993 he became assistant professor at Osaka Kyoiku 
University, and from 2004 assistant professor at the Graduate 
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Central and Eastern European Music' (Iwanami Shoten, 2009, 
Suntory Academic Prize), etc. He is also the editor and author 
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Press, 2007).

MIDI（ミディ）
Musical Instruments Digital Interfaceの略で、シンセサイザーなどの電子楽器やコンピュータを接続し、音楽
の演奏情報を効率的にやりとりするための統一規格である。メーカーや機種を問わず互換性があることが
特徴で、音の高さや長さ、音量、音色、エフェクトといった演奏情報を数値データとして伝達する。この
数値化により、入力後でも情報を編集することが可能で、音楽波形を直接伝える場合に比べてデータ量を
大幅に圧縮できるという利点がある。

Sonic Visualiser（ソニック・ヴィジュアライザー）
Windows、Linux、Mac用の無料のオープンソースのアプリケーションで、音楽録音を解析する際に最初に
手に取るべきプログラムとして設計されている。音楽学者、アーカイブ研究者、信号処理研究者、そして
オーディオファイル内のデータを手軽に分析したいと考えているすべての人々を対象にしている。
https://www.sonicvisualiser.org/

Onset timing（オンセット・タイミング）
音の入りのタイミングのこと。

Annotation（アノテーション）
データに付けるラベルのこと。

Tempo rubato（テンポ・ルバート)
演奏する際にテンポを自由に変化させる技法を指す。「ルバート」とは「盗む」という意味のイタリア語
で、演奏者がテンポを一時的に速めたり遅くしたりすることで、音楽に感情的な表現や躍動感を加えるこ
とができる。これは、厳密なテンポから離れて演奏の自由度を高める手法であり、特にロマン派音楽など
でよく用いられる。ただし、全体の音楽的バランスを保つために、速くした部分と遅くした部分を調和さ
せる必要がある。テンポ・ルバートは、個々の演奏者や指揮者の解釈が反映される重要な表現手段である。

14



「演奏を読む」と題したこのシンポジウムは、科学研究費基盤研究B「20世紀前半の歴史
的演奏とピアノロールの演奏解析によるルバート奏法分析」の成果発表の機会として開催す
る運びとなりました。

「作曲家が書いた意図を汲み取って演奏するためには、丁寧に楽譜を読んで、楽譜通り正
確に演奏するべきだ」ということがよく⾔われますが、実際に楽譜上の記載（⾳価やダイナ
ミクスなどを含めて）⼀つずつをコードのように読んでしまうと、無機質で硬直した演奏に
なってしまいます。それらの楽譜上に書かれた記載は、フレーズや曲全体の⽂脈の中で読み
取る必要があります。また、それぞれの時代の⼈同⼠が理解していた不⽂律のようなものを
理解して読むことが必要となります。不⽂律とはいえ、各時代の⾳楽家が多くの記述や理論
書を残してくれており、それが活⽤できそうですが、演奏でそれを実践しようとすると、演
奏者はすぐにまた路頭に迷う⽻⽬になります。それというのも、記述も⾔葉や楽譜などで表
現された記号であり、⾳に還元する際には、やはりそこに解釈を差し挟む必要が出てくるた
めです。

それゆえ作曲家が存命中に同じ⽂化圏で⽣きた演奏家による演奏録⾳という「⾳」そのも
のの資料を参考にすることは⾮常に有効な⼿段といえます。ただし演奏家によってそれぞれ
の演奏は⾮常に異なり、それが当時の演奏慣習として理論書等に書かれた記載の実践にあた
るのか、作曲家固有の表現なのか、判断に迷う場⾯も少なくありません。

このシンポジウムでは、丁寧に「演奏を読む」こと、そして演奏の読み⽅をじっくり考え
ることで、その演奏をどう理解することができるのか、皆さんと⼀緒に考えてみたいと思い
ます。また、そうした「演奏を読む」ための⼿段としてどのようなツールが使えるのか、と
いう可能性についても考えてみたいと思います。

⾳楽学者と⾳楽情報処理の専⾨家が⼀堂に会して、それぞれがどのようなことをしようと
しているのかを共有することにより、両分野の研究者らがこれまでにも増して理解を深め、
より⼀層連携できるようなきっかけとなれば幸いです。

本研究課題を推進する上で、本シンポジウムの登壇者である印藤海翔さん、中村栄太さん、
そしてCraig Stuart Sappさんには多⼤な協⼒をいただきました。この場を借りて、⼼より御
礼申し上げます。また、本シンポジウムの開催にあたって、⽇本⾳楽学会からイベント助成
⾦を、そして⼤阪⼤学⾳楽学研究室の協⼒をいただきました。⼼より感謝申し上げます。

鷲野彰⼦

科学研究費基盤研究B
「20世紀前半の歴史的演奏とピアノロールの演奏解析によるルバート奏法分析」
（2022年～2026年度, 課題番号23K21901）

鷲野彰子 福岡県立大学 （研究代表者）
伊東信宏 大阪大学 （研究分担者）
上田泰史 京都大学 （研究分担者）
山本邦雄 九州工業大学 （研究分担者）
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